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Summary 
This thesis focuses on China’s movement into Africa through case studies from 
the region bordering the Gulf of Guinea. In recent years, China’s presence in Africa has 
been increasingly dominant thanks to its “four-in-one approach,” comprising trade, 
direct investment, foreign aid, and economic cooperation. The thesis investigates 
China’s engagement in Africa through these four channels as well as the interaction 
among them. 
The paper is organized as follows. First, Chapter 2 focuses on diplomatic visits 
by the heads of state and other political leaders of China to African countries from 1949 
to 2012 in order to elucidate the two regions’ historical relationship. Next, Chapter 3 
analyzes the relationship between import/export and foreign direct investment of China 
and 43 African countries by using a gravity model. Chapter 4 attempts to clarify the 
structure of China’s foreign aid and economic cooperation in Africa. Chapter 5 
introduces each channel of China’s engagement in Africa and, in addition, examines the 
status of Confucius Institutes on the continent. In particular, the attributes and 
motivations of students studying the Chinese language and culture at the Confucius 
Institutes in Togo and Benin, Western Africa, are examined on the basis of 
questionnaires conducted in January 2013. Chapter 6 shows how the four-in-one 
approach is deployed in a specific country, namely Ghana. In the conclusion, multiple 
relationships between the four channels in this approach are explained, and the 















て、計量分析の手法を用いて分析した。こうした研究に加えて、筆者は 2012 年 1－2 月、












から 2012年 5月に至るまでの約 60年間を、1978年の改革開放と、中国の対アフリカ関係
が強まる 2000 年をメルクマールとする 3 期に分けて分析した。これにより、新中国成立
（1949年）から改革開放（1978年）までの期間に、中国首脳の訪問先と中国の国連での議
席回復を支援した国は一致しており、そうした意味で中国首脳のアフリカ訪問の背景には




















 第 3 章では、中国の対アフリカ直接投資と貿易の関係について、先行研究で問題が見ら
れたデータを精査し、より完全なグラビティモデルを用いて、アフリカ 43 カ国を対象に、





フリカからの輸入については、2003 年から 2010 年までの期間を通じて、中国のアフリカ
への直接投資がアフリカからの輸入を増やしたことが明らかとなり、これは先行研究の結
果と一致している。 
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同じく第 2 章第 4 節で紹介したベナン・経済発展センターの事例では、多くの中国逝江省
寧波市の企業がこのセンターを介在し、ベナンに投資する事例が見られた。つまり、これ
は中国政府の援助が中国中小企業のアフリカ直接投資を支援し、貿易を促進する役割を果
たしていることを意味する。また、第 6 章で紹介した中国煙台建設集団有限公司の事例で
もガーナ外務省ビル建設プロジェクトの受注がきっかけとなってガーナに現地法人を設立
していることから、援助が直接投資の増加に繋がることが示されている。 
次のパターン④は直接投資が貿易を促すことを示している。第 3章の計量分析より、2003
年から 2010年までの期間に、中国の対アフリカ直接投資がアフリカからの輸入を増やすこ
とが明らかとなった。特に、2007－2010年の期間については、中国の石油開発国への直接
投資がアフリカ諸国からの原油の輸入につながり、つまり、中国のアフリカ直接投資が中
国の天然資源の獲得という動機に貢献していることが判明した。 
パターン⑤は経済合作が貿易を増やすことを示している。中国が対外援助を手段とし、
中国建設企業を経済合作の形で海外進出させ、そして「ひも付き」援助のプロジェクトを
実施する際に、②の前半でみたように、中国建設企業が必要な機械・設備や材料などを現
地に提供するため、これは援助によって実施された経済合作が中国のアフリカへの輸出を
促進する効果をもつことを意味している。 
最後、パターン⑥は経済合作が直接投資を増やすことを示している。これについては、
中国建設企業が経済合作に参与することがきっかけでアフリカに拠点を形成し、その後、
本業とは異なる新たなビジネスを始めることに言及した。 
中国の「四位一体」型アフリカ進出は、貿易・投資・援助「三位一体」型の日本型援助
モデルを模倣するのみならず、中国の国情に基づき開発した新たなモデルと理解できる。
今後、中国の「四位一体」型アフリカ進出はどのように発展を遂げるであろうか。本博士
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論文では、筆者が感じたいくつかの課題として以下の 5 点を指摘している。①公共施設建
設プロジェクトが多く、国民生活に直接的に繋がるプロジェクトが少ないこと、②「タイ
ド」付き援助は、インフラ建設の分野で多く、これを回避するために、インフラ建設以外
の分野に注目すべきであること、③中国の対外援助体制は不透明であり、きちんとした援
助機構・体制が構築されていないこと、④中国政府がアフリカに派遣する中国人に対する
教育および研修が十分でないこと、⑤中国の「四位一体」型アフリカ進出は、二国間での
支援にとどまる傾向にあり、日本が積極的に行っている南々協力のような第三国を巻き込
んだ協力事例がまだ少ないことである。 
そして、最後に本博士論文の限界と今後の課題に言及した。 
 
 
